



明末嘉靖年間に刊行された陳士元 『夢占逸旨』 の版本の中で現在広く流通するのは、清代になって刊行された 『芸海





とそれほどの価値を見出さない立場とがありながら、占夢の需要自体はその後も絶えることがなかった（ 注１） 。このことを裏付けるのは、夢や占夢について論じ、それらの事例を集める 「夢書」 の存在である。
歴代の史書に見える図書目録を見る限り、これらの夢書自体は一定の範囲で供給・ 継承されていたこと
が窺える（ 注２） 。その多くは占辞が配列されたもので、 「占夢書」 や 「解夢書」 という名称を含むが、その大半は散佚もしくは敦煌文書残巻や出土資料として僅かに現存するのみで（ 注３） 、夢書間の関連性 ついて知ることは困難なのが現状である
また、断片的に確認できる夢の事象や占辞の内容は 時代や人々 の生活の変化を反映してか必ずしも一
様ではない。加 て、唐代を転換期として現れた、読者を幻想的世界へ 誘う 物語（ 沈既済 「枕中記」 、李公佐 「南柯太守伝」 など） が創作的な 「夢」 の世界を披瀝して熱狂的に迎えられた陰で 注４） 、占夢書は現世利益に直結す ものとし 淡々 と人々 日常生活に溶け込んでいたものと思われる。しかし明代に入ると、夢や占夢そのものに対す 興味 を夢書 編集へ と駆り立て 書 立て続けに刊行される。当時における好古の傾向 関係してか これら には古い時代の
占辞も積極的に収集され、その規模は
百科事典さながらの大部な であった。こうした現象に 、明末が書籍刊行 隆盛期 、中国出版史において特筆すべき時代であったことも少なか ず関係するであろう（ 注５） 。
明清の蔵書家による図書目録を参考すると、陳士元（ 注６） 『夢占逸旨』 張鳳翼 『 類考』 、 『夢林玄
解』 等の夢書が程度の差こそあれ（ 注７） 流通していたこ がわかる（ 全 現存 中 も 『夢占逸旨』 （ 注８）には、以下の通り明の嘉靖年間刊本を じめとする複数の版本が 存する。
①嘉靖本…明嘉靖壬戌（ 一五六二） 刊本
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重刻本 『帰雲別集』 所収の 『夢占逸





いう性格上、③嘉慶本の流通量が他の版本を凌いだため、他 版本の存在自体が希薄と 、版本間の異同にまで検討が及ばなかったという が実情かと思われる。そこでこれら両種を比較してみると、典拠の引用や書式に粗雑な点が見える④道光 に対して ③嘉慶本は比較的整っていること、一方で③嘉慶本には④道光本 ない失誤 見える となど、慎重に検討すべき点も存在する。し し これまではこれら清代の版本以外に対校する版本の存在が不明瞭な状態であった め、 『夢占逸旨』 の版本研究というテ マー自体が生じ難い状態であった。ところ 近年、 『夢占逸旨』 原初形態を残 明末の版本（ ①嘉靖本・ ②万暦 ） の存在も明らかとなったため（ 注） 、これら複数の版本を総合的に検討す ことが可能になった。そこで筆
11
が 『夢占逸旨』 内篇に限り校勘作業を行ったところ、主な特徴とし 以下 四点が確認できた。（ ア） 注釈者陳堦の名は①嘉靖本、②万暦本のみに記載さ ており、それ以降 版本（ ③嘉慶 ・ ④道光本）
では削除されている（ この①嘉靖本・ ②万暦本を 「系統Ⅰ」 とする） 。
（ イ） しかし、内篇の内容 関して言えば 系統Ⅰと③嘉慶本はよく一致する（ ③嘉慶本を 「系統Ⅱ」 とす
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る） 。
（ ウ） 系統Ⅰ・ Ⅱと④道光本との間には、およそ三百例を超える異同が確認できる（ 注） （ ④道光本を 「系
12
統Ⅲ」 とする） 。
（ エ） ただし、系統Ⅰ・ Ⅱ・ Ⅲ間には、例外的な異同が複数パタ ンー認められる。「系統Ⅰ・ 系統Ⅱ」 と系統Ⅲとの
間に異同が三百超も見えることは特筆すべき点ではあるが、それ以上に







































































































































25例外を除き（ 注） 、第１類に該当する異同は二十五例認められる。 『夢占逸旨』 は、陳士元による本文
13





は注釈における異同であり、その多くが現在でも確認可能な典拠を引いている。もちろん文献によっては現行本のみで明確にできないものもあろうが、それらの典拠を再度確認することで、異同の性格をあ 程度考えることは可能となる。紙面の都合上、ここでは全ての詳細を挙げることはできない め、以下数例を挙げながら、異同 ついての考察で
明らかになったことをまとめていきたい。
この第１類から窺えるのは、③嘉慶本と④道光本の系統Ⅰに対する修訂の有無と、③嘉慶本における修
訂の性格であ （ 注） 。二十五例 うち、③嘉慶本が系統Ⅰの失誤を正すも は十一例と第１類のほぼ半
14

















④道光本には 「霾雨土也」 （ 昼夜篇、注） 、③嘉慶本には 「霾雨士也」 とあり、これは 『詩経』 邶風終風 鄭箋から引いたものとされてい 注） 。しかし 『詩経』 には 「霾雨土也 と 霾とは土砂が雨のように降る
15
気象現象であることがわかる め、③嘉慶本の 「士」 は誤りだと確認できる。こ ように、他 四例も③嘉慶本の失誤であることが典拠元によって確認でき （ 〈第１類・ 表〉 備考欄 の 「▲」 を参照） 。
以上のことから、第１類では、 『芸海珠塵』 収録に至る過程で、③嘉慶本が系統Ⅰの失誤を正そうとして
































































































していること 窺える。③嘉慶本と④道光本との間にこうした特定の箇所における修訂が共通して見られることは、④道光本が先んじて刊行されていた③嘉慶本を参照 上でも修訂を行っていた可能性も示唆している。この点 、同じ清代の、かつ近い時代に刊行された両者の関係を考える手がかりの一つになると思われる。その他、第１類の検討でも述べた③嘉慶 の基本的方針（ 「底 の 」 ） の第２類においても同様に確認でき
なお、特殊な事例としてはを挙げることができる。これは③嘉慶本と④道光本と同様、②万暦本も①
19
































































容とは異なるものも 前者の事例としてを見ると、典拠となる 『荀子』 では、本来ならば心は睡眠時、
5







ように父親から告げられた話を引く。この点は確かに 『左伝』 にも 「且避左右」 （ 成公二年） と見えるが、阮元の校勘記では 「旦」 に作る。 『芸海珠塵』 は嘉慶年間中の刊行で、この時期は阮元が 『十三経注疏』 の校勘と出版を行った時期と近 。両者 前後関係は定かでないもの 、結果 しては③嘉慶本・ ④道光本ともに阮元の校勘を反映しなかったものと考えられ 。またの場合、典拠元 『金楼子』 には 昔孔子夢三槐間、
4
豊沛邦有赤蛇、化為黄玉、上有文曰卯金刀字、此其瑞矣」 （ 巻一） ように 孔 が三槐の夢を見て、その
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靖本・ ②万暦本） の失誤を③嘉慶本のみが正したと見ることのできる事例は四例あり（ 〈第４類・ 表〉 「備考欄」 の 「■」 を参照） 、残りの五例は失誤とも言えない程度の改字であった。
以下いくつか事例を挙げ 。第４
類では③嘉慶本による修訂事例の一つに典拠名の失誤を正すものが確




ている。③嘉慶本の 「列」 は系統Ⅰの 「荘」 を 「列」 に正すが、④道光本は単に 「曰」 を削除するにとどまる。
またの事例からは、系統Ⅰの字句を改めるという処理の性格が、③嘉慶本と④道光本とでは異なると
8
いうことも窺える。では、①嘉靖本に 「周之尹氏産」 とあるものを、③嘉慶本では 「周之尹氏大治」 、④道
8
光本では 「周尹氏産」 に作るが、実際に 『列子』 を確認すると 「周之尹氏大治」 とある。このことから、③嘉慶本における 「底本の修訂」 は、たとえ失誤とは言えない箇所でも、典拠があれば極力それに沿うよう意図されていた可能性が高いと言える。一方 ④道光本の性格は③嘉慶本と明らか 異なる。そこで以下、④道光本に見える他本との異同からこの点について確認したい。
④道光本の最も顕著な特徴は、細部にわたる字句の削減である。主な削減対象となるのは、文意に影響
が及ばない程度の字句（ 「曰」 、 「云」 、 「其」 など） である。また 以下のように 最低限の情報を残す削字の跡も見られる。
・ ①嘉靖本が 「周礼大卜掌三兆之」 、③嘉慶本が 「周礼太卜掌三兆之法」 とするのに対し、 「三兆」 以外
の字句を削除する（ 長柳篇、注、 〈第４類・ 表〉参照） 。
1
・ 「武王」 「文王」 をそれぞれ 「武」 「文」 とする（ 宗空篇、注） 。・ 「天幹十二」 「地支十」 をそれぞれ 「天干」 「地支」 とする（ 六夢篇、注） 。・ 「孔子絶糧陳蔡之間」 の 「之間」 を削除する（ 宗空篇） 。・ ①嘉靖本と③嘉慶本は 小雅斯干 詩曰、乃寝乃興 乃占我夢、吉夢維何、維熊維羆、維虺維蛇、
大人占之、維熊維羆、男子之祥、維虺維蛇、女子之祥」 とするが、④道光本は 「小雅斯干、維熊維羆之詩註」 と大幅に削除する（ 宗空篇、注） 。





・ 「治世」 → 「世治」 、 「死生」 → 「生死」 （ ともに昼夜篇）・ 「善美」 → 「美善」 、 「眉長」 → 長眉」 （ ともに宗空篇）・ 「語怪」 → 「怪語」 （ 聖人篇）
その他、特に独自の解釈が織り込まれた結果、字句の改変に至ったと思われる箇所もある。例えば、他版
本や典拠元となる 『荘子』 では 「成然寐、蘧然覚」 とあるが、④道光本は 「成然夢、蘧然覚 （ 昼夜篇） とす
、
、
る。 「寐」 から 「夢」 へ の改字は、眠ることが必然的に夢を見ることに繋がる いう発想に拠ったものと推測される。
以上のことから、④道光本の特徴は 「底本の修訂」 というよりも、字句や表現の削除や省略、改変を自身









嘉慶本、④道光本の性格について考察を進めた。 『夢占逸旨』 内篇は、主に朱子学的な観点から夢と占夢の構造を論じるものであり、後世においても明代夢書における先駆的成果としてその意義は認められていた。清代以降は③嘉慶本によりその存在はより広く認知されるが、原初形態を残す系統Ⅰ 関係についてはそれぞれ異なる性質を持つと言える。
系統Ⅰに対する最大の 「情報改竄」 として両者に共通するのは注釈者陳堦の名を削除したことであろう
が、一方で第１類～第４類 検討を踏まえると、③嘉慶本は 「底本の修訂」 を基本方針とし、系統Ⅰに対する目配りの跡が確認できるものであった。 『芸海珠塵』 の撰者である呉省蘭は南匯の蔵書家であり、嘉慶中に刊行した 『芸海珠塵』 は全八集一三六種を収め、後に女婿の銭熙輔により壬、癸の二集（ 四二種） が刊行された。 『夢占逸旨』 に関しては、 『芸海玉塵』 刻入の際に自身の蔵書を底本として校訂を行った可能性もある。
一方、④道光本はあらゆる点で③嘉慶本に劣ると言わざるを得ない。異体字 対す 処理について例を
挙げると、 『夢占逸旨』 古法篇には、 『淮南子』 から 「枝解葉貫」 （ 俶真訓） 引く箇所がある。この箇所を①
、










なお、今回取り上げなかった 『夢林玄解』 （ 崇禎年間刊本） は、 「陳公の未だ備わらざるを広むる」 という
大義名分を掲げ、 『夢占逸旨』 に大幅な改竄を行うものであった（ 注） 。こうした動向の背景には、当時に
23
おける夢観の変容も多分に関係 であろうが、同時に 『夢占逸旨』 が当時の夢研究における指標的存在であったことも一因としてあったと思われる。そ 後、公式的な立場を獲得したのは 『夢林玄解』 所収 「増補版」 『夢占逸旨』 ではなく、 『夢占逸旨』 本来 面目 一応保たれな らも失誤については修訂が施された『芸海珠塵』 所収の 『夢占逸旨』 であった。『夢占逸旨』 という一冊の夢書が時代と地域を超えて残してきたその足跡は必ずしも直接的、単一的ではない。明末から描かれてきた複数の軌道を現代におい 正確に辿り直すことは容易でないが、それらの足跡の上に立ち止まることは 『夢占逸旨』 が歩んできた道を追う であり、本稿では複数の版本を用いてそれを試みたに過ぎない。今後は、この問題の更なる深化 加え、夢 モチ フーとする文学作品や夢書をめぐる当時の精神風景につ ても考察を進めたい。注１湯浅邦弘 「中国古代の夢と占夢 （ 『島根大学教育学部紀要人文・ 社会科学』 二二―二、 九八八
年）
注２以下、主な史書の図書目録を列挙すると以下の通り。
● 『漢書』 巻三十芸文志… 「黄帝長柳占夢十一巻」 「甘德長柳占夢二十巻」 ● 『隋書』 巻三十四経籍志…「占夢書三巻京房撰」 「占夢書一巻崔元撰」 「竭伽仙人占夢書一巻」 「占夢書一巻周宣等撰」「新撰占夢書十七巻并目録」 「夢書十巻」 「解夢書二巻」 「雑占夢書一巻」 「目瞤書各一巻」
﹙
梁有師









占夢書十巻」 「陳襄校定夢書四巻」 ● 『明史』 巻九十八芸文志 「張幹山古今
応験異夢全書四巻揚州衛指揮」 「陳士元夢占逸旨八巻」 「張鳳翼夢占類考」
注３二〇〇七年に湖南大学岳麓書院が購入した秦簡二千百枚（ 香港の骨董市場に流出していたもので
るため出土地は不明） に加え、二〇〇八 に香港の収蔵家が寄贈した全七十六枚の竹簡をまとめて「岳麓書院蔵秦簡（ 略称 「岳麓秦簡」 ） 」 と呼ぶ。この岳麓秦簡の中に含まれていた 「占夢書」 と呼ばれる
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文献は、従来最古の占夢書とされてきた敦煌文書占夢書群を遙かに遡る占夢書として注目されている。
注４詳細については、齋藤喜代子 「中国文学における夢について」 （ 『大東文化大学創立六十周年記念中
国学論叢』 、一九八四年） を参照。
注５大木康氏は楊縄信 『中国版刻綜録』 をおおよその目安とし、宋から明末までの刊行点数のうち、約
六五％を占め 書物が嘉靖・ 万暦から崇禎にいたる明末に刊行されたものであると指摘している。大木康 『中 明末のメディア革命―庶民が本を読む―』 （ 刀水書房、二〇〇九年）
注６陳士元（ 一五二八～一五九七。字は心叔、号は養吾、応城の人） は、嘉靖二十三年（ 一五四四） に進
士に及第し、その後は灤州の知となるが、官吏であっ のはわずか数年の間であった。豊富な著述を残し、その内容は博覧堅実と高く評された。
注７以下、明清時代の蔵書目録に収録される書目を挙げる（ 書名と巻数のみを記し 必要に応じて編著
者名や備考を 〔〕 にて記す） 。
明代
● 『趙定宇書目』 （ 夢占類考・ 解夢書一本・ 夢占外旨 ● 『文淵閣書目』 巻十五（ 夢書（ 一部一冊闕） ・ 解夢書）●『内板経書紀略』（解夢書大全（二 七十葉））●『行人司重刻書目 （帰雲別集（二十本二巻） ） ● 『晁氏宝文堂書目』 （ 古今紀 要覧（ 類書類） ・ 解夢厭恠書（ 陰陽類） ） ● 『国史経籍志』 （ 占夢三巻〔京房〕・又一巻〔崔元〕・又三巻〔周宣〕 又一巻〔竭伽仙人〕・又四巻〔盧重元〕・夢雋 巻〔柳璨
〕 ・ 解夢録一巻 〔僧紹端〕 ・ 夢占逸旨八巻 〔国朝陳士元〕清代
● 『文選楼蔵書記』 （ 夢占類考十二巻） ● 『蔵園訂補
郘
亭知見伝本書目』 （ 補夢占類考十二巻） ●『万
巻精華楼蔵書記』 （ 林元解三十四巻） ● 『鄭堂読書記』 （ 夢占逸旨六巻 ● 『鄭堂読 記補逸』 （ 夢林元解三十四巻） ● 『平津館鑑蔵記書籍』 （ 夢 ） ●
『天一閣書目』 （
夢兆要覧二巻） ● 『浙江採集遺書










格が強い。外篇は夢に関する様々 な事例を蒐集し、それらを内容ごとに篇とし まとめて配列する。その形式は、 『芸文類衆』 『太平御覧』 などを代表とする 書と似る。
注９『夢占逸旨』 の近辺で確認できる夢書を刊行順に並べると以下のようになる。
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①嘉靖本…嘉靖四十一年（ 一五六二） 刊本 『夢占逸旨』②万暦本…万暦十一年（ 一五八三） 刊本 『帰雲別集』 所収 『夢占逸旨』（） 万暦十三年（ 一五八五） 刊本 『夢占類考』
a




③嘉慶本…嘉慶年間刊 『芸海珠塵』 所収 逸旨④道光本…道光十三 八 三 、 『帰雲別集』 重刻 所収 『夢占逸旨』（） ～（） のうち 『夢占逸旨』 の







































これら二種の 『夢林玄解』 が引く 『夢占逸旨』 も版本の一つとすることはできるだろうが、内篇に関し
てはその約半数を削除しているため、本稿の趣旨の一つである 「内篇全文の校勘」 とは合致しない。よって本稿では 『夢林玄解』 所収の 『夢占逸旨』 については検討対象から外し、 『夢林玄解』 所収の 『夢占逸旨』 については別稿で論じたい。なお、 『夢林玄解』 の成立については、大平桂一氏 「 『夢林玄解』 の成立
雲なす證言」 （ 『中国文学報』 八十二、二〇一二年） を参照。氏によれば、 『夢林玄解』 に見える陳士
元 「夢林玄解小引」 何棟如による偽作であり これは 『夢占逸旨』 全体がそのまま取り込まれた際に陳士元と関連づけられたものだという。
注呉省蘭、字は泉之。南匯の蔵書家で、乾隆年間の進士。博学多聞かつ書籍収集を好んだことで知ら
10れ、工部左侍郎、補侍講、侍読学士を歴任し 。李珠安、陳偉芸 『中国蔵書家辞典』 （ 湖北教育出版社、一九八九年）
注①嘉靖本、②万暦本ともに、台湾中央研究院傅斯年図書館蔵。なお、筆者による①嘉靖本の実見
11調査とその流伝については、清水洋子 「 書の受容に関する考察― 占逸旨 を例として」 （ 『中国研究集刊』 称号（ 総六十号 二〇一五年六月） 参照。
注これらの異同については、筆者が明代の版本入手以前に 『芸海珠塵』 所収本と 『帰雲別集』 所収本を
12用いて作成した 「 『夢占逸旨』 内篇訳注（ 一～七・ 了） 」 （ 『中国研究集刊』 第四十七～五十六号、二〇〇八～二〇一三年） をもとにして る。
注①嘉靖本と④道光本が じであっても、比較対象となる③嘉慶本の対応部分が空格や字潰れで判
13読不明の場合は掲載の対象外 している。例えば、真宰篇の注に見える 「徳流気薄而生者也」 （ ①嘉靖本・ ④道光本） は、③嘉慶本では 「徳流気薄而□□也」 となってい 。
注現時点では、③嘉慶本が①嘉靖本と②万暦本のどちらを底本としたのかを確定することは困難であ
14るため、③嘉慶本の修訂対象については①嘉靖本 ②万暦本の双方を含む 「系統Ⅰ」 という表現を暫定的に用いる。
注「霾雨土也」 は実際は毛伝の記述だ 、①嘉靖本と③嘉慶本は 「詩箋云、霾雨土也」 とし、④道光本
15は 「毛詩邶詩箋 霾雨土也」 としている。
注①嘉靖本と②万暦本がほぼ一致する とと書式の都合上から 本稿の表では②万暦本を挙げていな
16いが、表に挙げた箇所に関しては一部を除いて（こ 点については後述） ①嘉靖本と同様であ ただし、文脈上②万暦本の名前を明記することが望ま い場合 「①嘉靖本（ ②万暦本） 」 のように両者を並記し、②万暦本も①嘉靖本と同様であることを示 ておく。












曰、衣袖長者、出手不得也、窓槅倒者、胡不得也、玄宗笑 赦之。」 （ 古法、注）
注「槐」 はえんじゅの木。周王朝では三本の槐を植えて三公の座としたことから、転じて三公のことを言
18う。なお、類似の記述は 『宋書』 符瑞志、 『孝経援神契』 にも見える。
注覚醒時間と睡眠時間がそれぞれ異なる 「古莽之国」 、 「中央之国」 、 「阜落之国」 の話や、資産家であ
19りながら睡眠時は労役夫となる夢に苦しむ尹氏の話。
注例えば、宗空篇には 「入」 を 「人」 に、 「晋」 を 「普」 に、 「行」 を 「興」 に誤って作る事例が見えるし、感
20変篇には 「蕉」 を 「焦」 に作り、また、本来 「饑人常夢飽」 とあるはずの 「飽」 が脱落するなどの失誤が確認できる。
注例えば、他の版本では本文に入れられている 「三夢、一曰致夢、二曰觭夢 三曰咸陟」 が、④道光本
21では前節の注釈の中に入れられている（ 長柳篇） 。また、①嘉靖本（ ②万暦本） 、③嘉慶本には 『詩経』 を引いて 「無羊之詩曰、牧人乃夢 衆維魚矣、旐維旟矣 大人占之、衆維魚矣、実維豊年 旐維旟矣、室家溱溱」 とするものが（ ただし③嘉慶本では 「太人」 ） ④道光本では完全に脱落している（ 宗空篇） 。
注清水（ 二〇一五） 前掲論文。
22
注注９を参照。なお、この崇禎年間刊本には、 「応城養吾陳士元纂輯」 の横に 「茂苑紫水黄 堂増
23補」 と記載がある。
- 39 -
The path and purpose of alterations in various editions of The Lofty Principles of Dream
Interpretation ― perspectives from discussions about differences in NeiBian
Yoko Shimizu
Chen Shiyuan's (陳 士 元 ) The Lofty Principles of Dream Interpretation (夢 占 逸
旨 ) was published during the late Ming dynasty.This book has several editions.Of these
editions, the most widely distributed editions now are the Guiyunbieji (帰 雲 別 集 )
edition and the Yibaizhuchen (芸 海 珠 塵 ) editions that were published in the Qing
dynasty. However, no scholars have considered about the types and relations between
these editions.So, in this paper, based on the discussions about differences between the
editions which were published in the Qing dynasty and ones which were published in the
late Ming dynasty (editions from Jiajing year (嘉 靖 年 間 本 ) and Wanli year (万 暦
年 間 本 )), I will discuss a few points and paths taken by the various editions of The
Lofty Principles of Dream Interpretation.
【 Keyword: The Lofty Principles of Dream Interpretation， Chen Shiyuan， the late
Ming dynasty】
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